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■はじめに

１　葛巻町人口ビジョンの位置づけ
　「まち・ひと・しごと創生法（平成26年法律第136号）」が制定され、平成26年12月27日に、

人口の現状と将来の展望を提示する「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び、今後５か

年の政府の施策方向を提示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。

　これを受け、本町では「葛巻町人口ビジョン」として人口動向や将来人口推計の分析を行っ

た上で、人口の将来展望を示すものです。

２　葛巻町人口ビジョンの対象期間
　国の長期ビジョンの期間（平成72（2060）年）までを基本におき同年までの将来人口推計を

行いますが、葛巻町人口ビジョンの対象期間は、中期的に25年後の平成52（2040）年とします。
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

■第１章　人口の現状分析

１　人口の動向分析
（1）　人口の長期動向

　平成27年国勢調査速報値によると、本町の人口は6,340人で、人口減少に歯止めがかかっ
ていない状況です。
　最初の国勢調査が行われた大正９年から平成27年までの95年間の長期の人口動向を見る
と、昭和35年までの40年間に約5,500人増加し、その後反転して約9,600人の減少となってい
ます。大正９年と比較しても約4,000人少ない人口規模となっています。
　この急激な人口減少をもたらしたのは、一次産業が中心となっている本町には雇用の場が
少ないため若者が働く場を求めて町外に流出したことが主な要因です。また、近年は人口
構造が高齢化したことで死亡数の増加に伴う自然減が増大していることも強く影響していま
す。

【図－１　葛巻町の総人口の推移】

資料：国勢調査、平成27年は速報値
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（2）　人口動向の県内比較
　本町は岩手県内でも人口減少の割合が最も高い地域の一つです。昭和35年から平成22年ま

での人口減少率は▲54.2％です。県内で増減率が▲50.0％を割り込んでいるのは、本町のほか、

岩泉町、西和賀町、釜石市、住田町となっています。

【図－２　過去50年間（昭和35～平成22年）の人口増減率（％）】

資料：国勢調査
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

２　人口の年齢構成
（1）　年齢３階層別の構成

　本町の年齢３階層別人口の構成を見ると、平成22年国勢調査時点では０～ 14歳の年少人

口の比率がわずかに8.8％であり、これに対して65歳以上の高齢者の比率が38.7％と高い値を

示しています。平成27年の岩手県人口移動報告年報によると65歳以上人口の構成比は42.4％

まで達しており、急速に高齢化が進んでいることがわかります。（図－３）

　全国、岩手県と比較すると、０～ 14歳人口及び15 ～ 64歳人口の比率は全国、岩手県より

も低く、65歳以上人口の比率は、全国、県よりも高くなっています。（図－４）

【表－１　年齢３階層別人口】

【図－３　年齢３階層別人口の構成比】

【図－４　年齢３階層別人口の全国、県との比較】

資料：国勢調査、平成27年は岩手県人口移動報告年報

資料：国勢調査、平成27年は岩手県人口移動報告年報

資料：国勢調査、平成27年の岩手県と葛巻町は、岩手県人口移動報告年報、平成27年の全国は住民基本台帳
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（2）　人口ピラミッド
　平成27年の住民基本台帳によると、年少人口では男女とも各歳の人口が20人前後と少ない

一方で、男性では65歳前後がピークで各歳の人口が約80人、女性では65歳から80歳付近が多

く各歳で80人弱となっています。人口ピラミッドは、若い世代が少なく高齢世代が多い構造

になっていることがわかります。（図－５）

　年齢５歳階級の人口ピラミッドの過去の変遷をみると、かつては子どもの数が多いピラ

ミッド型をしていましたが、徐々に釣り鐘状になり、最近は高齢者が多い逆三角形の形となっ

ています。（図－６）

【図－５　年齢各歳別の人口ピラミッド】

資料：平成27年住民基本台帳
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

【図－６　葛巻町の人口ピラミッドの推移】
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３　人口の自然動態と社会動態
（1）　自然動態と社会動態

　岩手県人口移動報告年報によると、本町の自然動態の状況は、出生数が減少する一方で死
亡数が増加する傾向です。近年は出生数が年間30人前後、死亡数は年間160人前後、差し引
き年間130人前後の減少です。（図－７）
　社会動態の状況は、転入・転出とも減少傾向にあります。近年は、転入数が年間150人前後、
転出数が年間200人前後で、差し引き年間50人前後の減少です。（図－８）
　自然動態と社会動態を合わせたものが総人口の増減となります。社会動態では年々、社会
減が小さくなる傾向にありますが、自然動態では自然減が広がる傾向にあり、合わせると年
間では150 ～ 200人前後の人口減少が続いています。（図－９）

【表－２　葛巻町の自然増減、社会増減（各年１月～ 12月分】

資料：岩手県人口移動報告年報
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

【図－７　自然動態】

【図－９　人口の増減（自然増減と社会増減）】

【図－８　社会動態】
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（2）　出生
　岩手県保健福祉年報によると、本町の平成25年の年間の出生数は31人となっています。母
の年齢階級別に見ると、25 ～ 29歳が多く、次いで30 ～ 34歳となっています。（表－３）
　合計特殊出生率は、近年の実績を見ると概ね2.0前後となっており、岩手県全体が1.4前後
であるのに比べてかなり高い値となっています。（表－４）
　また、県内の市町村の中でも、合計特殊出生率が高い地域となっており、昭和60年から平
成25年までの合計特殊出生率の平均では、本町は2.2と県内一高い値となっています。（表－
５）

【表－３　母の年齢５歳階級別出生数】

【表－４　合計特殊出生率の推移】

資料：岩手県保健福祉年報

資料：岩手県人口動態統計データ
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

【図－10　合計特殊出生率（昭和60年～平成25年までの各年平均）】

資料：平成22年国勢調査
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（3）　社会移動
　国勢調査と生命表から算出される純移動率について時系列で状況を見ると、10代の若い世
代の純移動率がかつては▲50.0 ～▲60.0％程度と高い流出率の状態にありました。近年はや
や改善してきているものの依然として▲30.0 ～▲40.0％程度と高い状況です。（図－11）
　最新時点の純移動率を見ると、一般的に20代前半から後半にかけてＵターンが多くなると
ころですが、本町では低位で推移しています。一方で、男性の20代から50代の各年齢層の純
移動率が1.0 ～ 6.0％程度の増になっている点は注目されます。

【図－11　葛巻町の純移動率】

資料：国勢調査、都道府県別生命表より算出
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

（4）　転入転出
　年齢別に転入転出の状況を見ると、15 ～ 24歳で大きく転出超過していることがわかりま
す。（図－12、表－５）
　転入元、転出先の地域について見ると、転入元の５割前後が岩手県内、転出先の６割強が
岩手県内となっています。転出先が多いのは、県内では盛岡市が圧倒的に多く、次いで滝沢
市、岩手町などです。県外では、宮城県、東京都、神奈川県などが多くなっています。転入
元が多いのは、県内では盛岡市、県外では東京都、神奈川県などです。（表－６）
　転出超過となっている相手先地域は、ほぼ岩手県内です。平成24年度は24人の転出超過で
すが、岩手県内はそれを上回る39人の転出超過となっています。平成25年も転出超過84人の
うち72人が岩手県内への転出超過となっています。（図－13）
　転出入の均衡を図るためには、岩手県内の他地域との間での転出入のバランス改善が必要
です。

【図－12　年齢５歳階級別の転入転出差】

資料：総務省住民基本台帳人口移動報告年報（詳細集計）
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【表－５　性別、年齢５歳階級別の転入転出数】

資料：総務省住民基本台帳人口移動報告年報（詳細集計）
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

【表－６　転入、転出の地域別の状況】

資料：総務省住民基本台帳人口移動報告年報（詳細集計）
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【図－13　転出超過となっている相手先】

資料：総務省住民基本台帳人口移動報告年報（詳細集計）
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

４ 人口の男女の構成
（1）　男性と女性の比率

　平成22年の国勢調査によると、本町の男性人口は3,526人、女性人口は3,778人で、男性に
対する女性の比率は1.071と女性の方がやや多くなっています。女性の平均寿命が男性に比
べて長いことから、高年齢になるにしたがって女性の比率が高くなっています。（図－14）

【図－14　年齢階級別に見た男性に対する女性の比率】

資料：平成22年国勢調査
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（2）　若い世代の男性と女性
　本町の人口構成で特徴的なことは、若い世代の男性と女性の比率が崩れていることです。
20代30代の男女の比率は、男性1.000に対して女性が0.724となっていて、岩手県内の他の市
町村と比較して最も低い比率になっていることがわかります。（図－15）
【参考データ】
　今から20 ～ 30年ほど前の昭和60年、平成２年、７年、12年の４時点の国勢調査で、０～
４歳の男女比率が崩れていたことがわかります。その影響が現在、若い年齢層での男女比の
アンバランスにつながっている可能性も考えられます。（図－16）

【図－15　20代30代の男性人口に対する女性人口の比率】

資料：平成22年国勢調査
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

【図－16　０～４歳人口の男女比（男に対する女の比率）】

資料：平成22年国勢調査
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５　婚姻数と配偶関係
（1）　婚姻

　本町の年間の婚姻数は減少傾向にあり、かつては年間50組を上回っていましたが、近年は
年間20組前後です。岩手県全体で見ても減少傾向にはありますが、本町での婚姻数の減少幅
は岩手県よりも更に大きくなっています。（図－17）
　また、婚姻率（人口1,000人当たりの婚姻数）を見ると、本町は2.0 ～ 3.0前後となっており、4.0
を上回る岩手県平均と比較すると低位に位置しています。（図－18）

【図－17　婚姻数の推移】

【図－18　婚姻数の推移】

資料：人口動態統計

資料：人口動態統計
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

（2）　配偶関係
　平成22年の国勢調査によると、30歳代では男性の有配偶が149人に対して未婚が174人と上
回っています。一方、女性の30歳代では、有配偶が167人に対して未婚は56人と約３分の１
となっています。男女別、年齢別に見た配偶関係の状況は、特に若い世代で男女間に大きな
開きがあることがわかります。（表－７）
　生涯未婚率を見ると、平成22年の国勢調査では、男性が32.2％、女性が7.3％となっています。
（表－８）

　岩手県内の他の市町村と比較すると、男性の生涯未婚率がかなり高い方に位置しています。
一方で女性の生涯未婚率は低い方に属しています。（図－19）

【表－７　葛巻町の男女別、年齢５階級別の配偶関係】

資料：平成22年国勢調査/女性の80～ 84歳に配偶者関係不詳が１人
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【表－８　生涯未婚率】 【図－19　性別に見た生涯未婚率比較】

資料：平成22年国勢調査
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

６　町内の自治会別の人口・世帯数の動向
　町内34の自治会別に人口・世帯数の動向を見ると、過去10年間で全ての自治会で人口減少
となっています。減少率が高いのは、上外川、大沢、垂柳、泉田の順です。
　世帯数は、８自治会で増加、１自治会が増減なし、残りの25自治会で減少となっています。
減少率が高いのは、上外川、名前端、大沢、田野、垂柳の順です。世帯数が増加しているの
は、星野、吉ヶ沢、四日市、山岸などとなっています。（図―20、表－9）
　高齢化の状況は自治会によって大きな開きがあり、人口規模が小さな自治会で高齢化率が
高くなる傾向が見られます。平成27年の住民基本台帳によると、高齢化率がすでに50％を越
えているのは６自治会で、高い順に、名前端、車門、冬部、下町、平船、田野となっていま
す。土谷川、吉ヶ沢、田子、江刈などの自治会で比較的、高齢化率が低くなっています。（図
―21、表－9）

【図－20　自治会別の人口と世帯数の増減率（平成17年と平成27年比較）】

資料：住民基本台帳（外国人を含む）
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【図－21　自治会別の人口規模と高齢化率（平成27年）】

資料：住民基本台帳（外国人を含む）
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葛巻町まち・ひと・しごと創生（2015）

【表－９　自治会別の人口、世帯数の状況（平成27年）】

資料：住民基本台帳（外国人を含む）、平成27年の高齢化率は外国人を含みます。
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７　人口特性のまとめと人口減少の要因
　ここまでの人口に関する分析の結果をまとめると「表－10…人口に関する分析のまとめ」の
ようになります。
　本町の人口が急激に減少している主な要因は、若い世代の転出超過にあります。10 ～ 14
歳の世代が15 ～ 19歳へとなる段階でどの程度とどまるかを見ると、平成17 ～ 22年の国勢調
査では男女とも残存率で70％を下回っています。岩手県内でもかなり低い値となっています。
　また、20 ～ 24歳の世代が25 ～ 29歳へとなる段階では、Ｕターンがある程度みられると
ころですが、本町の場合、同調査で残存率が10％よりも低い値にとどまっています。（図－
22）

　10代での高い転出があり、20代になってもそれほどＵターンしない、ということが重なっ
て若い世代の人口が減少し、それが全体の急激な人口減をもたらす結果となっています。

【表－10　人口に関する分析のまとめ】
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【図－22　若者の男女別生存率】

資料：国勢調査
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■第２章　葛巻町の将来人口の推計

１　既存の人口推計
　国立社会保障・人口問題研究所および日本創成会議の推計による本町の人口は、平成52年
（2040）で、それぞれ3,632人、3,330人となっています。（表－11）

【表－11　国立社会保障・人口問題研究所による人口推計】
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２　葛巻町の現状を踏まえた人口試算【仮定】
　国立社会保障・人口問題研究所および日本創成会議による推計を参考とした上で、コーホー
ト要因法を使った人口推計の方法により、将来の合計特殊出生率、純移動率（男女別・年齢
５歳階級別）を「表－13…係数の設定」のとおり設定して、ケース１～３の３通りの試算を行い
ます。その結果、平成52年の人口は、それぞれ3,960人、4,103人、4,725人となります。（表－
14、図－23、表－15）

【表－13　係数の設定】

【図－23　葛巻町の人口推計の比較】

【表－14　葛巻町の人口推計結果の比較】
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【表－15　葛巻町の人口試算（仮定）結果】

資料：2010年は国勢調査。2015年の総数は
国勢調査速報値。2015年の年齢別の
内訳と2020年以降は推計値
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■第３章　人口の変化が与える影響の分析

１　町財政に与える影響
　将来の人口動向は、本町の財政にも強く影響します。地方税、市町村民税法人分、固定資
産税の合計が平成22年には約７億6,000万円ですが、人口推計のケース１の場合では、平成
52年には約３億9,000万円とほぼ半減少となります。（表－17）
　また、地方交付税の算定基礎となる人口が減少することは、本町の財政運営をさらに厳し
くすることにもつながります。

【表－16　一人当たりの地方税等の推移】

資料：総務省「地方財政状況調査」により、まち・ひと・しごと創生本部が作成

【表－17　地方税等の収入見通し】
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２　住民の暮らしに与える影響
　本町の人口は今後も減少が続くと見込まれますが、ケース１に基づいて推計した自治会別
の将来人口では、全ての自治会で人口減少が進むとみられます。地域によっては、深刻さの
度合いが更に高まる地域が現れてくると考えられます。（表－18）

【表－18　自治会別の人口の見通し】

資料：平成27年は、住民基本台帳（外国人を含まず）
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　人口減少は地域コミュニティの弱体化につながり、地域で互いに助け合う暮らしが成り立
たなくなる可能性があります。また、商店がなくなり買い物が不便になるほか、路線バスな
どの維持が困難となることも予想されます。
　自治会別の人口見通しの結果から高齢者人口に注目して見ると、一部を除いてほぼ全ての
自治会で高齢者人口は減少し、高齢化率を見ると、平成52年時点で60％を超える自治会が田
代、車門、泉田、元木、小田、市部内の６自治会になると見通されます。（表－19）

【表－19　自治会別の高齢者人口の見通し】
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■第４章　人口の将来展望

１　目指すべき将来の方向
　本町が目指すべき方向は、自立した中で活力ある地域社会を将来に渡って安定的に維持し
ていくことであり、そのための人口を確保することが必要です。

　将来の望ましい姿を実現するためには、転出超過が続き、高齢化が顕著となっている状況
を打開し、子どもがいる若いファミリー層を積極的に増加させていく取り組みが重要です。

① 人口の減少幅をできるだけ抑制

② 一定の水準で人口規模を維持

③ バランスの取れた人口構成（年齢、男女比、地域規模など）

将来の望ましい姿
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２　人口の将来展望
　目指すべき将来の方向を実現していくために、子どもがいる若いファミリー層を町外から
呼び込み増加させることで、人口減の抑制と年齢構成の若返りを図ります。
　このような視点に立って将来の人口推計を「表-20…係数の設定」に示す考え方で算出しま
す。
　その結果、本町の将来人口は、平成42年には4,803人、平成52年には4,027人程度まで減少
するものの、人口の減少度合いは徐々に縮小していきます。（表－20、図－24）
　年齢３階層別では、０～ 14歳の年少人口が500人程度で横這い、15 ～ 64歳の生産年齢人
口は平成52年には1,709人程度まで減少、65歳以上の老年人口も減少を続け平成52年には1,801
人程度と見込まれます。
　年齢３階層の構成比で見ると、年少人口は横這いから微増傾向で平成52年には12.8％程度、
生産年齢人口は減少が続きますが、横這い傾向から平成52年には増加に転じ42.4％程度、老
年人口は平成42年に47.8％程度でピークとなったあとは減少に転じ、平成52年には44.7％程
度になるとそれぞれ見込まれます。（図－25）
　人口ピラミッドは、若い年齢層と高齢の年齢層の差が縮まり、棒状に近い形になっていき
ます。（図－26）

【表－20　係数の設定】
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【表－21　人口の推計結果】

【図－24　総人口の推計】

資料：平成22年は国勢調査、平成27年の総数は国勢調査速報値、平成27年の年齢別の内訳と平成32年以降は推計値

資料：平成17、22年は国勢調査、平成27年の総数は国勢調査速報値、平成32年以降は推計値
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【図－25　年齢３階層別人口の推計】

【図－26　人口ピラミッドの見通し】

資料：平成22年は国勢調査、平成27年以降は推計値
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３　まとめ
　本町は、昭和35年以降、急激な人口流出と同時にかつてないほどの速さで少子高齢化が進
行してきました。このまま人口減少に歯止めがかからない状態が続けば、更に過疎化は進み、
将来的には町が消滅しかねないほどの危機的な状況に陥ることが危惧されます。
　こうした中、町では常に20年30年先を見据えながら、持続可能な町づくりを進めて行くた
めには、この人口ビジョンを全町民と共有し、人口減少問題に対して一体となった取り組み
を推進していかなければなりません。
　厳しい自然環境と社会情勢のなか、先人達が築いた暮らしや伝統を後世に引き継ぐため、
考え得る様々な対策を総合的に講じ、人口減少を緩やかな状況に移行させるとともに、人口
規模に適した生活環境への変革や新たな施策に取り組むことで、山村の町でも全国から注目
され、ここに住む全ての町民が「幸せを実感できる」町づくりを目指すものです。
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◆はじめに

１　背 景
　平成26（2014）年５月に日本創生会議・人口減少問題検討分科会（増田寛也座長）が、成長
を続ける21世紀のために「ストップ少子化・地方元気戦略」を発表しました。この中で、2010
年からの30年間で20 ～ 39歳の女性人口が５割以下に減少する自治体を「消滅可能性都市」と
しており、その数は全国で896もの自治体に上ります。本町も20 ～ 39歳の女性人口の減少率
が69.8％で「消滅可能性都市」の一つに挙げられました。
　国は、特に地方部における急激な少子高齢化を深刻な社会問題として位置づけ、人口減少・
地方創生に向けた取組としてまち・ひと・しごと創生本部を平成26（2014）年９月に設置し、
同年11月には「まち・ひと・しごと創生法」を施行しました。
　各自治体においては、まち・ひと・しごと創生法第10条の規定に基づき地域の人口の将来
予測等を示す「地方版人口ビジョン」と平成31（2019）年度までの５か年の具体的な施策内容
を示した「地方版総合戦略」の策定を進めることになりました。

２　目 的
　まち・ひと・しごと創生法第10条に基づき、本町の人口減少問題・地方創生に向けた基本
目標を定めるとともに、平成31（2019）年度までの主な取組や具体的施策、数値目標を定め
ることを本戦略の目的とします。

３　計画期間
　国による「まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び県による「岩手県ふるさと振興総合戦略
～岩手県まち・ひと・しごと創生総合戦略～」の計画に合わせ、平成27（2015）年度から平成
31（2019）年度までの５か年とします。

４　国・県の計画整理
（1）　まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要

《基本的な考え方》
①人口減少と地域経済縮小の克服
②まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立
　「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を確立するとと
もに、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻す。

《今後の施策の方向》
基本目標①　地方における安定した雇用を創出する
基本目標②　地方への新しいひとの流れをつくる
基本目標③　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
基本目標④　時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携
　　　　　　する

※まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」の全体像は、次頁を参照
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（2）　岩手県ふるさと振興総合戦略の概要
「岩手で働く」　　基本目標①　やりがいと生活を支える所得が得られる仕事を創出し、岩手
　　　　　　　　　　　　　への新たな人の流れの創出を目指します。
「岩手で育てる」　基本目標②　社会全体で子育てを支援し、出生率の向上を目指します。
「岩手で暮らす」　基本目標③　医療・福祉や文化、教育など豊かなふるさとを支える基盤の
　　　　　　　　　　　　　強化を進め、地域の魅力向上を目指します。
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◆第１章　葛巻町がおかれた現状と課題の整理

１　葛巻町の現状
（1）　人口の概況

　本町は岩手県の北上高地に位置する典型的な山村・過疎の一つです。昭和35年の国勢調査
で15,964人だった人口は急激な減少の一途をたどり、平成27年国勢調査速報値の人口は6,340
人とピーク時の４割を切っています。人口の減り方は、昭和35年以降ほぼ直線的に減り続け
ており、今後においても人口減少の度合いが緩やかになる兆しは現れてきていません。

（2）　人口の自然動態
　人口の自然動態を見ると、昭和63年以降、死亡が出生を上回る状態が続いており、年々自
然減が増えてきています。出生に関しては、合計特殊出生率が1.93と県内の市町村の中でも
高い水準にありますが、人口を維持できる水準である2.07を若干下回っています。一方で、
出生数は平成13年以降50人を割っており、出産期にあたる若い年齢層の女性が少ないことが
要因として挙げられます。このことから、人口の年齢構成が高齢化し、高年齢層での死亡数
が多くなることで、結果として自然減が長く続いています。

（3）　人口の社会動態
　人口の社会動態を見ると、転出が転入を上回る社会減の状態が続いています。主な要因と
して、高校卒業後、就職や進学で大半の若者が町を離れてしまい、その後のＵターンも一部
にとどまり流出超過となっていました。近年、少子化の影響などもあり転出者数は減少する
一方で、移住・定住対策などの取組により、社会減の減少は緩やかとなっています。

（4）　人口構造の特性
　人口の年齢構成を見ると、若い年齢の人口が少ない一方で60代以上の高齢人口が多くなっ
ており、人口ピラミッドは逆三角形に近い形となっています。
　また、人口の男女比の構造では、若い年齢層で男性よりも女性が少なく、その比率は他の
地域と比較しても大きな差となっており、男女のバランスが崩れることで、結婚や出産に影
響を及ぼし、結果として少子高齢化が進行しています。

（5）　社会経済特性
　本町の人口減少の主な要因は、進学や就職を機に若い年齢層が町外に流出してしまうこと
です。町内にも一定の雇用の場はあるものの、若い年齢層が望む職種や雇用形態、収入面で
のミスマッチが解消されていないことによるものです。
　このほか、住環境や買い物など生活環境での利便性や魅力が不足していることなども要因
として考えられます。
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２　人口問題の背景と課題
（1）　子育てについて

　本町は全国や岩手県の他の地域と比較すると、合計特殊出生率が高いことが特徴ですが、
近年の子どもの出生数は年間30人前後にとどまっています。
　その主な要因として、核家族化の進展、働く女性の増加、出産や子育てに関する不安感の
増加、所得の伸び悩みによる子育てに係る経済的な負担の増大などが挙げられます。
　出生数を増加させ、自然増に近づけていくためには、若い年齢層に対して、出産や子育て
に関する不安や負担を軽減することが必要です。

（2）　子どもの教育について
　子育て世代は、より充実した教育を受けさせたいという願望から、多様な選択肢が得られ
る都市部での子育てを望む者や、自然豊かな環境の中で伸び伸びと育てたいと考える者など、
子どもの教育におけるニーズが多様化しています。
　少子化が進むと、学習環境のみならず、学校活動・クラブ活動など様々な面で影響を及ぼ
すことから、町の特徴を活かした教育と併せ、若い子育て世代が望む新しい時代に即した教
育を提供することが必要です。

（3）　住まいについて
　町内には民間賃貸住宅はあるものの、若い年齢層のニーズや所得に見合う物件が少なく、
町外からの転入者及び町内に定住しようとする若者への住環境の充実が課題となっていま
す。一方で、空き家が増加しており、その利活用も課題の一つとなっています。
　町への移住・定住を推進するうえで、魅力的な住環境が整っているということも非常に重
要な条件の一つです。町の豊かな自然を活かしながら、快適に暮らせる生活環境を創出する
ことにより、町に愛着を持って住み続ける住民を確保することが必要です。

（4）　産業経済について
　町の農林業は、120年以上の歴史のある酪農は東北一の規模を誇り、林業では豊富な資源
を守りながら新しいビジネス展開にも取り組んでいます。近年は少しずつではありますが農
林業に従事する若者が増加する兆しも見られることから、今後は更に農林業の魅力を高め若
者が意欲的に働けるようにしていくことが必要です。
　一方で、商工業においては、求職と求人が噛み合わない雇用のミスマッチが発生する状況
にあり、若者が町で暮らすことができる希望に沿った雇用を確保することと地域経済の活性
化、所得の向上を図ることが重要です。

（5）　観光交流について
　町には、温泉やゴルフ場などといった観光地がないものの、クリーンエネルギーの視察や
グリーン・ツーリズムの体験などを中心に年間50万人が訪れます。
　町外からの移住者を確保していくためには、一人でも多くの人に訪れてもらい、町の魅力
に触れてもらうことが重要であり、観光交流産業を重要な産業と位置づけ、地域が一体となっ
た取組で都市部との交流を促進し、定住・交流人口の拡大につなげることが必要です。
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（6）　人口対策の実施体制について
　昭和35年以降、町では、若い年齢層の人口流出をいかに解決するかを基本にまちづくりを
進めてきましたが、近年では、少子高齢化による人口減少に変わり、人口を取り巻く問題は
非常に厳しい状況が続いています。これまでの取組を踏まえ将来を見据えた場合、人口の減
少幅を緩くするだけでも相当な努力が必要となります。
　一方で、クリーンエネルギーや酪農、林業など積極的で特徴あるまちづくりを展開してき
たことで、全国的にも注目度が高い地域となり、こうした取組を今後更に発展させることで、
魅力のある町、住みたい町としての評価を定着させ、移住・定住者の確保に努めなければな
りません。
　そのためには、幅広い分野において対策を講じ、横断的な視点での取組が必要です。行政
は元より、町民、事業者、ＮＰＯのほか、大学、国・県など町外の関係者を含めた様々な主
体が協力・連携して取り組むことが必要であり、こうした主体間の調整と取りまとめを担う
中心的な組織づくりが重要です。
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◆第２章　葛巻町における基本方針

１　基本目標
　国、県が策定した総合戦略を踏まえつつ、町の各種計画及び人口ビジョンを基に、町の総
合戦略を推進するに当たっての基本的な方針となる３つの基本目標を次のように掲げます。

基本目標１　　いきいきと輝き続ける“ひと”

　若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえ、次代を担う子どもたちが健康で心豊かに
育ち、輝き続けることができるよう地域社会全体で子育てを支えるまちづくりを進めます。

数
値
目
標

項　目 現　状 目標値 備　考

年間出生数 28人
（平成26年） 33人 岩手県人口移動報告年報

基本目標２　　誰もが住みたくなる“まち”
　町が持つ自然、空間、ゆとりを大切にしながら、町での暮らしを求める人の流れを作りだ
すよう、若い世代をはじめ誰もが心安らぐ快適な生活を送ることができる環境を整えます。

数
値
目
標

項　目 現　状 目標値 備　考

人口の社会動態 △52.6人 △40人
岩手県人口移動報告年報
現　状：平成22～ 26年の平均
目標値：平成27～ 32年の平均

基本目標３　　地域資源を活かす“しごと”
　新規就農や起業家支援、企業誘致など地域資源を活かした産業振興で若者の安定した雇用
創出を図り、山村にある魅力をより一層輝かせることで、交流人口の拡大はもとより、移住・
定住人口の増加を図ります。

数
値
目
標

項　目 現　状 目標値 備　考

町民１人当たり分配所得 182万円
（平成24年） 203万円 岩手県の市町村民所得
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２　戦略プロジェクトの計画
　総合戦略の具体的な取組内容としては、３つの基本目標に掲げる数値目標の達成に向けた
５つの戦略プロジェクトを構築するとともに、戦略プロジェクトを具体的に推進するための
総合的な体制を加えて、以下に示す６つのプロジェクトにより戦略を組み立てます。

基本目標１　　いきいきと輝き続ける“ひと”

基本目標３　　地域資源を活かす“しごと”

基本目標２　　誰もが住みたくなる“まち”

基本目標に共通する総合的な推進体制

戦略１　　子どもを安心して産み育てられる子育て支援

戦略４　　基幹産業の強化と新たな産業創出による雇用の確保

戦略３　　快適に暮らせる生活環境の創出

戦略６　　相談・ＰＲ体制の構築

戦略２　　学び輝く人づくりと葛巻を愛する人材育成

戦略５　　交流・連携の強化による地域産業の育成
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３　戦略プロジェクトのねらい
　町の総合戦略を具体的に展開していくに当たり、人口減少の要因を分析し、より有効的な
対策を講じるため、次の視点により戦略プロジェクトに取り組みます。

《人口の社会増》
　自然減が増加する中、町の人口減少対策で最も重要なことは、社会動態の転出超過を解消
することであり、移住定住者とＵターン者を主要な対象者とします。

（1）　移住定住者の増加
　町での暮らしに共感するような移住者を呼び込み、人口の社会増に直結する取り組みを進
めます。特に人口構造の安定化に寄与する若い年齢層、子育て世帯の呼び込みに力を入れます。

（2）　Ｕターン者の増加
　学生や就職間もない若い年齢層の町出身者のＵターン促進に取り組み、将来的な人口構造
の安定化に努めます。特に、岩手県内他地域への転出者に対するＵターン促進に力を入れます。

《人口の自然増》
　自然動態は、高齢化に伴う死亡数の増加が進むことから、自然減を抑制するための対策と
して出生数の増加に向けた取り組みが重要です。

（3）　出生数の増加
　本町は、岩手県内でも合計特殊出生率が高い地域となっており、今後も高い水準を維持し
出生数が増加するよう、安心して子どもを産み育てられる環境づくりに取り組みます。

《地域の魅力増》
　人口動態を増加に転じさせるためには、移住定住が推進される魅力ある地域を創りあげて
いくことが重要です。産業・経済面での魅力はもとより、地域コミュニティなど人や環境で
の魅力向上に取り組みます。

（4）　世帯収入の確保
　町民の誰もが経済的に安定し、豊かでゆとりのある暮らしを送ることができる環境が求め
られます。そのため地域の産業を高付加価値化することで活性化し、確かな収入を得られる
仕事づくりに取り組みます。

（5）　地域の誇りアップ
　まちづくりを担っていくのは町民一人ひとりであり、郷土に対する誇りと愛着心を育てる
ことが、これからのまちづくりの大きな支えとなります。
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４　総合戦略の体系
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◆第３章　戦略プロジェクト
　今後５年間において、総合戦略を具体的に実施していくための戦略プロジェクトを掲げます。
　計画の実行に当たっては、重点的・戦略的に取り組むとともに、社会情勢や町民ニーズの変化を
捉えながら対応していきます。
　また、プロジェクト実施による効果検証を行いながら、柔軟に事業内容の検討・見直しを加えて
いきます。

１　子どもを安心して産み育てられる子育て支援 【いきいきと輝き続ける“ひと”】

●プロジェクトの方針
　出産や育児に関する負担を軽減するとともに、妊娠から出産まで切れ目のない総合的な支
援を行うことで、合計特殊出生率の維持向上と出生数の増加を図ります。
　子育て支援に関しては、保育料や医療費など保護者の経済的負担を軽減するほか、子ども
達が健康に育つよう保健・医療に関する支援を継続・拡充するとともに、子育てに優しい総
合的な保育環境の充実に努めます。

●ＫＰＩ（重要業績指標）の設定
項　目 現　状 目標値 備　考

合計特殊出生率 1.93
（平成25年） 2.20 岩手県人口動態統計データの昭和60年から

平成25年までの単純平均

●プロジェクトの内容　※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名 施策・事業の内容
１－１ マタニティライフサポート事業 安心して出産できるよう、出産時の経済的な負担を軽減す

るため、妊婦検診や出産にかかる経費の一部を助成

１－２ 保育料の無料化 子育てに係る負担を軽減するため、保育料の無料化の拡充
を検討（年長児及び第３子のみ無料化済み）

１－３ 高校生以下医療費助成 子どもの健やかな成長と子育てに係る負担を軽減するた
め、高校生以下の医療費を助成

１－４ 子育てに優しい総合的な環境づくり事業 子育て世代が集い安らげる場として魅力的な支援環境の提
供を検討

１－５ 子育て支援対策(拡充) 出産適齢期の女性が子どもを産みたいと思えるよう、経済
的な負担を軽減するための支援を検討

１－６ 葛巻町ならではの幼児教育の充実 町内の幼児の教育を充実する取組を検討

１－７ 若年女性グループ支援事業 若い女性が活動する機会を広げ、まちづくりに活かすこと
ができるよう、各種若年女性グループに対する活動を支援

●期待される効果
　出産や育児に対する不安や、子育てに係る経済的な負担の軽減など、総合的な支援を行う
ことで、出産に対する希望が高まり出生数の増加に結びつくものと期待されます。
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２　学び輝く人づくりと葛巻を愛する人材育成 【いきいきと輝き続ける“ひと”】

●プロジェクトの方針
　子ども達が輝く人間に成長できるよう充実した教育環境を整え、優れた教育の提供に取り
組みます。また、町の発展を担う人材に育つよう、郷土への理解を深める学習のほか、国際
理解・情報・キャリア教育に取り組むなど、広い視野に立った教育活動を展開します。

●ＫＰＩ（重要業績指標）の設定
項　目 現　状 目標値 備　考

若者定着率 27.6％
（平成26年） 40.0％ ５年前の15 ～ 19歳人口に対する20 ～ 24歳

人口の比率

葛巻高校入学者数 38人
（平成26年） 42人 地元進学者及び山村留学を含む町外からの入

学者数の合計

山村留学生を含む町外から
の葛巻高校進学者数

9人
（平成26年） 16人

●プロジェクトの内容　※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名 施策・事業の内容
２－１ 就学前教育の充実 幼児期における発達段階に応じた学習や体験活動を充実し

小学校入学後の義務教育へのスムーズな移行

２－２ 学力向上支援員等の配置 各種支援員等を配置し、きめ細やかな学習指導による小規
模・複式学級の支援

２－３ くずまき山村留学事業 葛巻高校で学ぶ山村留学生として受け入れるための人的配
置や宿泊環境等の整備

２－４ 学力向上支援事業 大学進学を見据え、学力向上と人材育成のため、都市部の
予備校における課外授業受講等に対する支援

２－５ 教育用ICT機器整備事業 小・中学校の教育用パソコンを更新し、授業や校内活動で
ICT機器を有効に活用できる環境を整備

２－６ 学校教育アドバイザーの配置 小・中学校における教職員等の指導力向上及び学校経営の
資質向上を図るため、学校教育アドバイザーを配置

２－７ 学校環境等の充実 子ども達が輝く人間に成長できるよう充実した学校環境の
整備

２－８ 教員住宅整備事業 教職員が町内に居住して教育活動に専念できる環境を構築
するために、老朽化が著しい教員住宅の再整備

２－９ 大学との連携 大学との連携による人材交流及び将来を担う人材育成と地
域の活性化

２－10 郷土芸能の伝承 若い世代が地域に伝わる郷土芸能に魅力を感じ、後世に継
承するための伝承活動

２－11 スポーツ交流事業 交流の拡大と宿泊需要の増大を図るため、体育協会や種目
別協会と連携し各種大会やスポーツ合宿を誘致

２－12 教育費支援事業 子育て世帯の負担を軽減するため、奨学金制度などによる
学校生活の支援を検討

２－13 部活動等送迎支援事業 部活動やスポーツ少年団活動など、児童が希望する種目等
へ参加できるよう送迎の支援を検討

●期待される効果
　町が提供する充実した教育環境の中、子どもを成長させることで、若い世代の地元への愛
着心を育て、人口の定着につながることが期待されます。
　また、葛巻高校の学級数を維持することで、充実した教育が図られるほか、保護者の経済
的な負担を軽減することが可能となります。
　こうした環境の中で育った子ども達が成長し、やがては町の発展を支える人材として活躍
するものと期待されます。
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３　快適に暮らせる生活環境の創出 【誰もが住みたくなる“まち”】

●プロジェクトの方針
　町への移住定住人口を増やすために、特に若い年齢層やＵターン希望者のニーズに合った
快適な住環境を整備するとともに、定住奨励金や空き家バンクなど移住定住を促進するため
各種施策の充実を図ります。

●ＫＰＩ（重要業績指標）の設定
項　目 現　状 目標値 備　考

移住定住者向け住宅物件数
（移住・定住施策分） ４件 40件 定住促進住宅、子育て定住促進住宅、

空き家バンク登録件数の合計

移住定住者向け住宅入居率
（上記住宅物件数に対する入居者数の割合） 75％ 80％ 常に移住相談に対応できるよう一定

の空きを確保

●プロジェクトの内容　※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名 施策・事業の内容

３－１ 定住促進奨励金制度 若者定住世帯等を対象に移住定住に要する土地取得や空き
家リフォームに要する経費などを助成

３－２ 定住促進住宅整備事業 移住定住希望者や子育て世代のニーズに対応した住環境を
整備

３－３ 若者定住家賃助成事業 若い世代の移住定住を促進するため、賃貸住宅の家賃の一
部を助成

３－４ 移住者町税減免制度 町外からの移住者が町内での新生活が安定するまでの一定
期間について経済的負担の緩和を検討

３－５ 住宅新築応援助成事業 移住定住から永住に結びつく町内での住宅取得に対する経
費の一部助成を検討

３－６ 住宅用地分譲事業 定住者向けの安価な住宅用地の分譲販売について検討

３－７ エコで魅力ある住まいの景観形成事業 住宅の新築やリフォームの際、環境に優しいエコで魅力的
な景観を形成するよう誘導を検討

３－８ 町の好イメージ定着事業 町の好イメージを発信するよう、牧場や農園、風車、お宝
スポットなどの景観をＰＲする取組を検討

●期待される効果
　移住定住を進めるうえで、住環境は必要不可欠な基盤であり、利便性の高い都会には無い
自然に恵まれた葛巻らしい質的に豊かな住環境を提供することで、都会ではなかなか得られ
ないエコで魅力的なライフスタイルを希望し移住定住する人が増加するものと期待されます。
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４　基幹産業の強化と新たな産業創出による雇用の確保 【地域資源を活かす“しごと”】

●プロジェクトの方針
　町の基幹産業である農林業を強化するため、新しい展開により収益性の向上と経営の安定
化を図り、新規に農林業に従事する人材を育て、若者に魅力ある仕事として成長・定着させ
ていきます。
　また、町民の所得向上と安定した雇用の場を確保するため、町内での６次産業化や新規起
業の支援のほか、企業誘致などで新しい職場を創出し、商工業の活性化を促進します。

●ＫＰＩ（重要業績指標）の設定
項　目 現　状 目標値 備　考

新規就業者数 6人/年
（平成26年） 8人/年 農 林 商工 業 へ の新規就業者

新規起業件数 － 4件 ＤＭＯ事業、過疎集落形成事業等によりＨ30
以降年間２件ずつ

●プロジェクトの内容　※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名 施策・事業の内容
４－１ 担い手育成と新規就農者の育成 農業を担う若手後継者や新規就農者を確保育成するため、

農業技術、経営管理能力を高める支援を強化

４－２ 林業担い手育成支援事業 林業就業希望者に研修を行う場合の指導に要する経費の一
部を助成

４－３ くずまき型農畜産物加工ブランド力
強化支援事業

農畜産物の高付加価値化及び販路開拓の取組に対し、加工
施設及び機械設備を導入する経費の一部を助成

４－４ くずまき型持続可能な産業づくり
支援事業

持続可能な産業構造及び経営体の構築を目指す取組に係る
経費の一部を助成

４－５ 小さなふるさと産業活性化支援事業 農家所得の向上を図るため、認定農業者等で構成する生産
組合が導入する農林産物加工機械の経費の一部を助成

４－６ 雇用促進事業 雇用の場を拡大するため、労働者を新たに雇用した事業主
に対して補助金を交付

４－７ 新規企業誘致の促進 在京盛岡広域産業人会等と連携を図り、新規企業誘致を促
進

４－８ 商店等設備導入支援事業 地域商店等の持続的な経営と担い手確保や雇用創出につな
がる設備導入及び店舗改装に要する経費の一部を助成

４－９ 町外通勤支援事業 町外へ通勤する町内定住者に係る負担の軽減を図る支援を
検討

４－10 子育て世帯の移住定住のための就労支援 子育て世帯の移住定住希望者の雇用の場を確保するため町
内企業による受け皿づくりの支援を検討

４－11 就業資格取得等支援助成金制度 求職者の能力の向上と就職に役立つ資格取得を支援するた
めの取組を検討

４－12 ＩＴの先進的な取組による人材誘致 ＩＴビジネスの創出のため、ＩＴに関する研究開発やシス
テム構築に関連する人材誘致を検討

●期待される効果
　６次産業化やＩＴ環境への対応など、新しい取組にも意欲的に挑戦する若い担い手を育成
することで若者の働く場を広げることにつながるとともに、新しいアイディアで１次産品を
高付加価値化に取り組むことで、収益性を高めることが可能となり、その結果、所得の向上
と雇用の安定確保につながるものと期待されます。
　雇用対策を進めることにより、働く場所が少ない、働きたい職種に乏しいという問題解決
につながるものと期待され、町特有の構造的な人口問題の解消が図られます。
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５　交流・連携の強化による地域産業の育成 【地域資源を活かす“しごと”】

●プロジェクトの方針
　観光・交流を重要な産業として位置づけ、町の自然環境や産業特性を活かした四季を通し
た観光・交流メニューを充実し、町が持っている様々な魅力を積極的に情報発信しながら、
観光客の入込増を図るとともに、都市部との交流を推進し、定住・交流人口の拡大につなげ
ます。
　また、今後新たに増加が見込まれる外国人観光客の受け入れ対応や地域を挙げた誘客事業
として注目されるＤＭＯ※を推進します。

※ＤＭＯ：Destination Marketing/Management Organizationの略で地域全体の観光マネジメントを一本化する着地型観光
　　　　　のプラットフォーム組織を指します。

●ＫＰＩ（重要業績指標）の設定
項　目 現　状 目標値 備　考

観光客入込数 492,138人
（平成26年） 550,000人

宿泊者数 12,985人
（平成26年） 13,800人

地域間連携数 － 4件

●プロジェクトの内容　※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名 施策・事業の内容

５－１ 誘客促進・情報発信事業
(観光交流促進事業)

首都圏における催事・出店、体験ツアーの開催のほか、Ｐ
Ｒ資料作成、ウェブなどによる情報発信

５－２ 滞在促進・受入態勢整備事業
(くずまき型ＤＭＯ形成促進事業)

ＤＭＯ形成事業等により、観光プラットフォームの構築と
人材育成のほか、スタンプラリーなどで滞在・回遊を促進

５－３ 外国人観光客誘客促進事業 外国人観光客誘客のため、県等と連携し、旅行展への出展
や商談、招聘ツアーなどを推進

５－４ 地域間連携の推進
(課題解決型自治体アライアンス事業)

全国の同じような課題を抱える地域との連携と盛岡広域連
携中枢都市圏による取組を推進

●期待される効果
　観光・交流では、誘客に力を入れることで町に訪れる人の増加や地域産業の稼働率の平準
化が期待でき、経営の安定化と雇用拡大につながるほか、観光・交流などで訪れた人の移住
定住のきっかけづくりが期待されます。
　また、地域間連携を推進することで、地域課題への対応力が向上するとともに、対外的な
情報発信力の強化にもつながり、地域の課題解決の実現も期待されます。
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６　相談・ＰＲ体制の構築 【総合的な推進体制】

●プロジェクトの方針
　町への移住定住をスムーズに導くことができるよう、住まいや働く場所、子育てなどに関
する相談対応、移住してから地域に溶け込むまでのフォローなど、積極的できめ細かな対応
を行う一元的な受け入れ体制を整備します。
　また、子育て、教育、住環境、雇用の場など、各分野に対応するため、行政はもちろん町
民や事業所の協力を得ながら、協創・協働による推進体制を構築するほか、町出身者や葛巻ファ
ンなども巻き込んだ拡大コミュニティによる活性化を推進します。

●ＫＰＩ（重要業績指標）の設定
項　目 現　状 目標値 備　考

町外からの定住件数
（平成22年からの累計）

67件
（平成26年） 135件

子どもがいるファミリー層の
移住件数 － 年間3世帯 １世帯平均４人、計12人

●プロジェクトの内容　※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名 施策・事業の内容
６－１ 移住・定住専任部署の設置 対策室やサポートセンターなど、移住・定住に関する相談

や、就業支援等の総合的な相談窓口を設置

６－２ 拡大コミュニティ構築 町出身者、葛巻ファンなど、町外に暮らしながら町との深
い関わりを持つ人を含めた拡大コミュニティを構築

６－３ くずまき暮らし体験居住事業 町での暮らしを一時的に体験してもらい移住定住へとつな
げる取り組みを推進

６－４ 協働のまちづくり事業 移住定住の受け皿となる地域コミュニティ活動の活発化を
図るため協働のまちづくり事業を支援

６－５ 地域おこし協力隊制度の活用 町への移住定住を希望し、地域の活性化に取り組む地域お
こし協力隊の人材確保を検討

●期待される効果
　移住希望者の不安の緩和と移住定住への夢を実現に近づけるため、相談・ＰＲ体制を強化し、
町への移住定住を後押しすることで、移住定住人口の増加が期待されます。
　また、拡大コミュニティの構築により、町へ移住定住しなくても、様々な交流を通しまち
づくりに大きな力を発揮するものと期待されます。
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◆第４章　実現化の方策

１　ＰＤＣＡサイクル
　総合戦略では、プロジェクトの目標を明確にすることと施策の効果を容易に検証できるよ
うにするため、ＫＰＩ（Key…Performance…Indicators重要業績評価指標）を設定しており、Ｋ
ＰＩの達成状況を毎年度確認することで施策の有効性を客観的に評価することが可能となり
ます。
　総合戦略には、今後５か年のプロジェクトを掲げていますが、その実施に当たってはＰＤ
ＣＡサイクル（Plan【計画】→…Do【実行】→…Ｃheck【評価】→…Ａction【改善】の４段階で、繰
り返し繰り返しサイクルを回し、計画の練り直しや業務の改善を行う）の考え方を基本とし
て、必ずしも計画を固定せずに、毎年度の評価をもとに継続的に改善していくことで、より
良い成果の達成につなげます。
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２　広域連携
　人口をはじめ社会経済活動のあらゆるものが東京圏へ一極集中する流れは、容易には止め
ることができないほど強いものとなっています。
　こういった非常に厳しい現状に立ち向かうには、地方の個々の地域あるいは自治体の努力
では限界があります。
　その打開策となりうるのは、地方と地方が連携すること、あるいは地方と地方をかけ算す
ることによって、連携以上に大きな力を発揮させていくことが大切です。
　例えば、町の特徴であるクリーンエネルギーや酪農の分野に取り組む他の地方と連携する
ことで、相乗効果を発揮したり、新しい価値を効果的に創出したりすることが望まれます。
　総合戦略を推進するにあたり、これまで以上に広域間の連携を強化し、東京圏への一極集
中の是正と地方創生の実現を目指さなければなりません。
　また、同時に都市と山村との交流も大切にし、交流により新たな人材の受け入れや新たな
ビジネス展開などにつなげていくことも大事なことです。
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【参考資料】プロジェクトの一覧
※網掛けは、今後検討するプロジェクトの内容

No プログラム名

ひ

と

子どもを安心して
産み育てられる子育て支援

1−1 マタニティライフサポート事業
1−2 保育料完全無料化
1−3 高校生以下医療費助成
1−4 子育てに優しい総合的な環境づくり事業
1−5 子育て支援対策(拡充)
1−6 葛巻町ならではの幼児教育の充実
1−7 若年女性グループ支援事業

学び輝く人づくりと
葛巻を愛する人材育成

2−1 就学前教育の充実
2−2 学力向上支援員等の配置
2−3 くずまき山村留学事業
2−4 学力向上支援事業
2−5 教育用ICT機器整備事業
2−6 学校教育アドバイザーの配置
2−7 学校環境等の充実
2−8 教員住宅整備事業
2−9 大学との連携
2−10 郷土芸能の伝承
2−11 スポーツ交流事業
2−12 教育費支援事業
2−13 部活動等送迎支援事業

ま

ち
快適に暮らせる
生活環境の創出

3−1 定住促進奨励金事業
3−2 定住促進住宅整備事業
3−3 若者定住家賃助成事業
3−4 移住者町税減免制度
3−5 住宅新築応援助成事業
3−6 住宅用地分譲事業
3−7 エコで魅力ある住まいの景観形成事業
3−8 町の好イメージ定着事業

し

ご

と

基幹産業の強化と
新たな産業創出による
雇用の確保

4−1 担い手育成と新規就農者の育成
4−2 林業担い手育成支援事業
4−3 くずまき型農畜産物加工ブランド力強化支援事業
4−4 くずまき型持続可能な産業づくり支援事業
4−5 小さなふるさと産業活性化支援事業
4−6 雇用促進事業
4−7 新規企業誘致の促進
4−8 商店等設備導入支援事業
4−9 町外通勤支援事業
4−10 子育て世帯の移住定住のための就労支援
4−11 就業資格取得等支援助成金制度
4−12 ＩＴの先進的な取組による人材誘致

交流・連携の強化による
地域産業の育成

5−1 誘客促進・情報発信事業(観光交流促進事業)
5−2 滞在促進・受入態勢整備事業（くずまき型ＤＭＯ形成促進事業）
5−3 外国人観光客誘客促進事業
5−4 地域間連携の推進（課題解決型自治体アライアンス事業）

相談・ＰＲ体制の構築

6−1 移住・定住専任部署の設置
6−2 拡大コミュニティ構築
6−3 くずまき暮らし体験居住事業
6−4 協働のまちづくり事業
6−5 地域起こし協力隊制度の活用
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【懇談会】
 ６月 11 日　　計画策定に係る町政懇談会（葛巻町森林組合）
 ６月 17 日    　　　　　　〃　　　　　　（新岩手農業協同組合葛巻支所）
 ６月 17 日    　　　　　　〃　　　　　　（葛巻町商工会）
 ６月 24 日    　　　　　　〃　　　　　　（女性団体）
 ７月 23 日　 　　　　　　〃　　　　　　（健康・福祉関係団体）
10 月 ９日　　60 周年記念事業 「若者・女性まちづくり懇談会」　  

【策定委員会・幹事会】
 ７月 27 日 　第１回策定委員会・幹事会合同会議
　　　　　　　◆　策定要領、スケジュール、基本的な考え方
10 月 ８日　 第２回策定委員会
　　　　　　　◆　計画策定に係る調書、人口減少対策事業アイデア提案書
10 月 20 日　 第２回幹事会
　　　　　　　◆　総合計画構想骨子（案）
10 月 21 日　 第３回策定委員会
　　　　　　　◆　総合計画構想骨子（案）
11 月 11 日　 第３回幹事会
　　　　　　　◆　部門別計画の調整（基本目標１）
11 月 12 日　 第４回策定委員会
　　　　　　　◆　人口減少対策事業検討
11 月 18 日　 第４回幹事会
　　　　　　　◆　部門別計画の調整（基本目標２）
11 月 25 日　 第５回幹事会
　　　　　　　◆　部門別計画の調整（基本目標３）
12 月 ４日　 第６回幹事会
　　　　　　　◆　基本構想素案、人口減少対策事業検討
12 月 10 日　 第５回策定委員会
　　　　　　　◆　基本構想素案、人口減少対策事業検討
12 月 22 日　 第６回策定委員会
　　　　　　　◆　人口減少対策事業検討
12 月 24 日　 第７回策定委員会
　　　　　　　◆　人口減少対策事業検討
12 月 25 日　 第８回策定委員会
　　　　　　　◆　人口減少対策事業検討

【有識者会議（審議会）】
 ７月 24 日　 第１回有識者会議
　　　　　　　◆　策定要領、スケジュール、基本的な考え方
10 月 28 日　 第２回有識者会議
　　　　　　　◆　総合計画構想骨子（案）
12 月 16 日　 第３回有識者会議
　　　　　　　◆　総合計画基本構想素案、優先プロジェクト検討
 ２月 ３日　 第４回有識者会議
　　　　　　　◆　総合計画基本構想案（諮問答申）
 ３月 25 日　 第５回有識者会議
　　　　　　　◆　総合計画前期基本計画案（諮問答申）
　　　　　　　◆　まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略案（諮問答申）

【議会】
 １月 20 日　 議会全員協議会
　　　　　　　◆　総合計画基本構想（案）について
 ３月 15 日　 議会３月定例会議
　　　　　　　◆　「葛巻町総合計画基本構想」原案可決
　　　　　　　◆　「葛巻町過疎地域自立促進計画」原案可決
　　　　　　　◆　「葛巻町辺地総合計画」原案可決
 ３月 15 日　 議会全員協議会
　　　　　　　◆　総合計画前期基本計画（案）について
　　　　　　　◆　まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略（案）について
 ３月 30 日　 葛巻町総合計画基本構想及び前期基本計画 町長決裁
　　　　　　葛巻町まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略 町長決裁

葛巻町総合計画及び地方版総合戦略策定に係る取り組み状況
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葛巻町まち・ひと・しごと創生有識者会議委員名簿

職名 区分 機関団体名 役　職 代表者名 備　考

会長 ４号委員 岩手大学 教　授 広　田　純　一

副会長 ２号委員 社会福祉法人誠心会 理事長 和　野　喜　一

１号委員
�巻町教育委員会 委　員 村　木　佳　子 団体推薦

�巻町農業委員会 会　長 深　澤　　　進
（鈴　木　　努）

団体推薦
（※H27.10.27まで）

２号委員

新岩手農業協同組合 理　事 長　峯　一　雄 団体推薦

�巻町森林組合 参　事 竹　川　高　行 団体推薦

�巻町商工会 会　長 吉　澤　信　光 団体推薦

�巻町自治会連合会 副会長 触　沢　進　一

NPO法人�巻町体育協会 会　長 近　藤　豊美彦

３号委員 盛岡広域振興局 副局長 松　川　　　章

４号委員

岩手銀行�巻支店 支店長 小　原　智　生

岩手県立�巻高等学校 校　長 梅　津　久仁宏

江刈中学校ＰＴＡ 母親委員 山　本　真由美

酪農家 星　野　順　子

任期：平成27年７月１日～平成29年６月30日

※�巻町農業委員会会長交替による

　１号委員　…　執行機関の委員
　２号委員　…　公共的団体及び民間団体の役職員
　３号委員　…　関係行政機関の職員
　４号委員　…　識見を有する者
　５号委員　…　町内に住所を有する20歳以上の公募による者
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 平成28年３月25日

 企　　 第  843  号
平成28年３月25日

�巻町　鈴　木　重　男　　殿

�巻町　　鈴　木　重　男

�巻町総合計画審議会
　会　長　　広　田　純　一

�巻町総合計画審議会
　会長　広　田　純　一　　殿

　　�巻町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略の策定に
　　ついて（答申）

　平成28年３月25日付け企第843号をもって、当審議会に諮問のあった�巻町ま
ち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（案）について慎重に審議した結果、
原案を可とし答申いたします。
　今後、町内外の社会情勢の動向なども十分留意し、毎年の評価、検証を実施され、
その結果に基づき必要に応じた総合戦略の見直しを行うとともに、本戦略の基本
目標のもと、着実な執行が図られるよう併せて要望します。

　　�巻町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略の策定に
　　ついて（諮問）

　�巻町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（案）を別紙のとおり策
定したので、本案に対する貴審議会の意見を求めます。
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